
「日出る処の天子」の仏教治国策

第一部、１「日出ずる処の天子」は誰？
⑴『隋書』の「日出ずる処の天子」と厩戸皇子・上宮法皇
⑵『釈迦三尊像光背銘』の上宮法王も「厩戸」と一致しない
⑶聖徳太子のモデルは九州の阿毎多利思北孤
⑷聖徳太子の生涯が「九州年号」で書かれていた

２、「日出る処の天子」以前
⑴『旧唐書』が明らかにした倭国（九州王朝）と日本国（大和朝廷）
⑵5世紀～6世紀の我が国と半島の政治状況
⑶戦時体制下にあった6世紀の「倭国（九州王朝）」

第二部、１仏教による統治
⑴古代東アジアにおける仏教の伝来
⑵我が国への仏教伝来
⑶倭国（九州王朝）への仏教伝来

２、個人の救済から国家の救済へ
⑴中国仏教の「護国宗教」化
⑵北朝・新羅の仏教の「護国宗教」化
⑶隋の仏教治国策と倭国の仏教治国策

３、「日出る処の天子」と「仏教」
⑴多利思北孤の即位と仏教治国策
⑵「東遷（東方遷居）」と仏教による東方支配拡大
⑶仏教治国策と『17条憲法・ 官位十二等』

「日出る処の天子」⑴

『書紀』推古2年（594）（告貴元年）春二月丙
寅朔、皇太子及び大臣に詔して三寶を興し隆えし
む。是の時に、諸臣・連等、各の君親の恩の為に、
競ひて佛舍を造る、即ち是を寺と謂ふ。
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１、「日出ずる処の天子」は誰？ ⑴『隋書』俀国伝の「日出ずる処の天子」
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隋は581年に北朝の周（北周）の静帝から楊堅（文帝）が禅
譲を受けて建国。589年に南朝「陳」を滅ぼし、それまで南北
朝に分かれていた中国を統一した。604年に文帝の崩御に伴
い楊広（煬帝）が即位するも、度重なる高句麗遠征の失敗で
疲弊する中618年に殺害され、その混乱の中滅亡し「唐」が
建国された。『隋書』は唐の魏徴（ぎちょう）らが636年～656に
編纂した隋王朝の歴史書で、俀（倭）国の歴史・地理・風俗と、
600年・607年の「日出る処の天子」を自称した俀王阿毎多
利思北孤の遣使・朝貢や、裴世清の派遣が記されている。

隋と『隋書』俀（たい）国伝と「日出る処の天子阿毎多利思北孤（あまのたりしほこ）」

①俀国（倭国）の地理・地勢：俀国は百済、新羅の東南、水陸三千里の大海の中に在り。山島に依りて居す。魏の時、中国に訳
通するは三十余国。みな王を自称す。・・・その国境は東西五月行、南北三月行・・魏志いうところの邪馬臺なる者なり。古（い
にしへ）に云う、楽浪郡境及び帯方郡を去ること、一万二千里。②歴史：漢、光武の時、使を遣はして入朝し、大夫を自称す。安
帝の時また使を遣はし朝貢す。これを俀奴国と謂ふ。魏（俾弥呼）より、斉、梁（倭の5王）に至るまで、代、中国と相通ず。③
俀王は多利思北孤：開皇二十年（600）、俀王、姓阿毎、字多利思北孤、号は阿輩雞彌、使を遣はし闕に詣る。王の妻は雞
彌・・太子を名づけて利、歌彌多弗の利とす。④制度：「官位12階」あり。⑤戸数10万、武器はあるが征戦なし。⑥刑罰は重
く盗賊無し。⑦環境：土地は膏腴（肥沃）で、水多く、陸少ない。⑧特色：阿蘇山が噴火し、これを鎮める祭礼を行う。⑨607
年に、多利思北孤「日出ずる所の天子」を称し遣使。煬帝の怒りをかう。⑩608年文林郎裴世清を俀国に派遣。竹斯国・秦
王国を経て都に入り、俀王と会見、国書を渡す。面談後裴世清帰国し、その後国交が絶える。

『隋書』俀国伝の概要（全文は別紙）



『隋書』俀（たい）（倭）国伝
隋は581年に北朝の周（北周）の静帝から楊堅（文帝）が禅譲を受けて建国。589年に南朝「陳」を滅ぼし、それまで南
北朝に分かれていた中国を統一した。604年に文帝の崩御に伴い楊広（煬帝）が即位するも、度重なる高句麗遠征の失敗
で疲弊する中618年に殺害され、その混乱の中滅亡し「唐」が建国された。『隋書』は唐の魏徴（ぎちょう）らが636年～656
に編纂した隋王朝の歴史書で、俀（倭）国の歴史・地理・風俗と、600年・607年の俀王阿毎多利思北孤の遣使・朝貢や、
裴世清の派遣が記されている。
①俀国（倭国）の地理・地勢
俀国は百済、新羅の東南、水陸三千里の大海の中に在り。山島に依りて居す。魏の時、中国に訳通するは三十余国。みな
王を自称す。夷人は里数を知らず。ただ日を以って計る。その国境は東西五月行、南北三月行にして、それぞれ海に至る。地
勢は東高く、西は下る。邪靡堆（やびたい）に都する。すなわち、魏志いうところの邪馬臺なる者なり。古（いにしへ）に云う、楽浪郡
境及び帯方郡を去ること、並びて一万二千里。会稽の東に在りて、儋耳（たんじ）と相近しと。
②歴史（中国王朝への倭奴国王・帥升・俾弥呼・倭の5王の朝貢）
漢、光武の時、使を遣はして入朝し、大夫を自称す（紀元57年の倭奴国王への金印下賜）。安帝の時また使を遣はし朝貢
す（107年の帥升の朝貢）。これを俀奴国と謂ふ。桓霊の間、その国大いに乱れ、遞（たが）ひに相攻伐し、歴年主無し。女子
有り。名は卑弥呼、鬼道を以って能く衆を惑はす。ここに、国人共立し王とす。男弟有りて、卑弥を佐け国を理む。その王、侍
る婢千人有り。その面を見る有るはまれなり。ただ男子二人有りて、王に飲食を給し、言語を通伝す。その王に宮室、樓観、
城柵有り。みな兵を持ちて守衛す。法を為すこと甚だ厳し。魏より、斉、梁（倭の5王時代）に至るまで、代、中国と相通ず。
③紀元600年の阿毎多利思北孤の遣使・朝貢と風俗
開皇二十年（600）、俀王、姓阿毎（あま）、字多利思北孤（たりしほこ）、号（な）は阿輩雞彌、使を遣はし闕（けつ・宮殿）
に詣る。上は所司をしてその風俗を訪はしむ。使者は言ふ。俀王は天を以って兄と為し、日を以って弟と為す。天が未だ明け
ざる時に出でて政を聴き、跏趺して坐す。日出ずれば、すなわち理務を停め、我が弟に委ねむと云ふ。高祖曰はく、これ大い
に義理無し。ここに於いて、訓じてこれを改めしむ。王の妻は雞彌（きみ）と号く。後宮は女、六、七百人有り。太子を名づけ
て利、歌彌多弗（かみとう）の利とす。



④制度（官位12等など） 城郭無し。内官は十二等あり。一は大徳と曰ふ。次は小徳、次は大仁、次は小仁、次は大義、次は
小義、次は大礼、次は小礼、次は大智、次は小智、次は大信、次は小信。員は定数無し。軍尼一百二十人有り。なお中国の
牧宰のごとし。八十戸に一伊尼翼を置く。今の里長の如くなり。十伊尼翼は一軍尼に属す。
⑤風俗 その服飾、男子は裙襦（じゅくん・スカート式）を衣る。その袖は微小。履（はきもの）は屨（くつ）の形の如し。その上に漆し、これ
を脚に繋ぐ。人庶は徒跣（とせん・はだし）多し。金銀を用いて飾と為すを得ず。故時（むかし）は横幅を衣る。結束相連ねて縫ふこと
無し。頭はまた冠無く、ただ、髪を両耳の上に垂る。隋に至りて、その王は始めて冠を制す。錦綵（きんさい）を以ってこれと為し、
金銀鏤花を以って飾と為す。婦人は髪を後ろに束ね、また裙襦を衣る。裳はみな襈あり。竹を攕（せん・けずる）して梳（くし）と為す。
草を編んで薦（しきもの）とす。雑皮を表とし、縁は文皮（文様）を以ってす。弓、矢、刀、矟、弩、讚、斧有り。漆皮を甲と為し、骨を
矢鏑と為す。兵有りといえども征戦無し。その王の朝会は必ず儀仗を陳設し、その国楽を奏す。戸は十万ほど.
⑥刑罰 その俗、殺人、強盗及び姦はみな死。盗者は贓（ぞう）を計り、物を酬ふ。財無き者は身を没し奴と為す。余は軽重によ
り、あるいは流し、あるいは杖す。獄訟を訊究する毎に、承引せざる者は木を以って膝を圧し、あるいは強弓を張り、絃を以っ
てその項を鋸し、あるいは沸いた湯の中に小石を置き、競う所の者にこれを探らしむ。理の曲りし者はすなわち手が爛ると云
ふ。あるいは瓷の中に蛇を置き、これを取らしむ。曲りし者はすなわち手を螫ると云ふ。人はすこぶる恬静なり。争訟は罕（ま
れ）にして盗賊少なし。
⑦環境・風習・行事 楽は五絃、琴、笛有り。男女は黥臂（げいひ・いれずみ）、点面、文身多し。水に没し、魚を捕る。文字無く、た
だ木を刻み、縄を結ふ。仏法を敬ひ、百済に仏経を求め得て、始めて文字有り。卜筮（ぼくせん）を知る。巫覡（ふげき・みこ）を尤も
信ず。正月一日に至る毎に、必ず射戯、飲酒す。その余の節はおおむね華と同じ。棊博（きはく・囲碁）、握槊（あっさく・双六）、樗蒲
（ちょぼ・賽子）の戯を好む。気候は温暖にして、草木は冬に青し。土地は膏腴にして、水多く、陸少なし。小環を以って鸕鷀の項
に挂け、水に入りて魚を捕しむ（＊鵜飼）。日に百余頭を得る。俗は盤・爼（ばんそ・食器）無く、藉（し）くに檞葉を以ってす。食は手
を用ひ、これを餔す。性は質直にして雅風有り。女多く、男少なし。婚嫁は同姓を取らず。男女、相悦ぶは即ち婚と為す。婦は
夫家に入るに、必ず先に犬を跨ぎ、乃ち夫と相見る。婦人は淫妬せず。
死者は歛（おさ）むに棺、槨を以ってし、親賓は屍に就き、歌舞す。妻子兄弟は白布を以って服を製る。貴人は三年、外に殯し、
庶人は日を卜して瘞（うず）む。葬に及べば、屍を船上に置き、陸地でこれを牽く。あるいは小轝を以ってす。



⑧阿蘇山の噴火と祭礼、半島諸国の敬仰
阿蘇山有り。その石、故無く火起こり、天に接す。俗は以って異と為し、因って祷祭を行う。如意宝珠有り。その色は青、大は
鶏卵の如し、夜則ち光り有りて、魚の眼精なりと云う。新羅、百済はみな俀を以って大国、珍物多しと為し、並びに、これを敬
仰し、恒に使を通じ往来す。
⑨607年の多利思北孤、「仏法を興す菩薩天子」を自称し朝貢
大業三年（607）、その王、多利思北孤、使を遣はし朝貢す。使者曰はく。海西の菩薩天子、重ねて仏法を興すと聞く。故に、
遣はして朝拝し、兼ねて沙門数十人来たりて仏法を学ばむとす。その国書曰く。日出ずる所の天子、書を日没する所の天子
に致す。恙なきや、云々。帝は之を覧じて悦ばず。鴻臚卿に謂ひて曰はく、蛮夷の書、無礼有るは復以って聞する勿かれ。
➉608年の裴世清の俀国への遣使
明年、上は文林郎の裴清を使して俀国へ遣はす。百済へ度り、行きて竹島に至る。南に耽羅国（タムラ国・済州島）を望み、逈（は
る）かな大海中に在る都斯麻国を経る。また東し、一支国に至る。また竹斯国に至る。また東し、秦王国に至る。その人は華夏
に同じ。以て夷洲となすも疑いて明らかにすること能はず（東夷の国ではないかと疑っても違いを明らかにできない）。また
十余国を経て海岸に達する。竹斯国より以東はみな俀に附庸す。俀王は小徳、阿輩臺を遣はす。数百人を従え、儀仗を設け、
鼓角を鳴らし、来たりて迎ふ。後十日、また大礼、哥多毗を遣はす。二百余騎を従え郊に労す。既に彼の都に至る。
⑪裴世清と俀王との会見
その王は清と相見て、大いに喜びて曰はく。我は海西に大隋礼儀の国有りと聞き、故に遣はして朝貢す。我は夷人にして、
海の隅に僻（かた）よりて在り、礼義を聞かず。ここを以って境内に稽留（けいりゅう・どどまる）し、即ち相見ず。今、故に、道を清め、舘
を飾り、以って大使を待つ。乞い願わくは、大国の維新の化を聞かむ。清は答へて曰はく。皇帝の徳は二儀に並び、沢は四海
に流る。王が化を慕うを以って、故に行人を遣はし、来たりて此に宣論す。既にして引き、清は舘に就く。
⑫裴世清の帰国と断交
その後、清は人を遣りて、その王に謂ひて曰はく。朝命は既に達す。即ち戒塗（みちをあらためんこと）を請ふ。ここに於いて、宴を設
けて享（もてな）し、以って清を遣（おく）る。また使者を清に随せしめ、来たりて方物を貢ぐ。この後、遂に絶ゆ。



１、「日出ずる処の天子」は誰？ ⑵「日出ずる処の天子」と厩戸皇子

『隋書』に記す「日出る処の天子」阿毎多利思北孤

①開皇20年（600）、俀（たゐ）王、姓は阿毎（あま）、字は多利思北孤（たりしほこ）、阿輩（あは）雞彌（きみ）
と号す。遣使し闕に詣でる。妻は雞彌と号し、後宮に女六七百人有り。太子の名を利、歌彌多弗の利なり。
②大業3年（607）多利思北孤、遣使朝貢。使者曰はく、「海西の菩薩天子、重ねて佛法を興す
と聞く。・・国書に曰く「日出ずる処の天子、書を日没する処の天子に致す。恙なきや」。⇒㋐倭・
委の上古音は「ゐ」（金印に「委奴国）。㋑「北孤」＝「北」は「天子の座」、「孤」は君主の謙称。

『日本書紀』で、その「聖徳太子」とは用明天
皇と穴穂部間人皇女の皇子（厩戸皇子）で
593年に推古天皇の摂政となり17条憲法や
冠位12階を定め、仏教を振興したとする。
（『書紀』に聖徳太子の名は無く「東宮聖徳」とある）

『隋書』で600年に隋の
文帝（楊堅）に、607年
に煬帝に使者を送った
「日出る処の天子」とは
「聖徳太子」である。 

「金石文」で、「聖徳太子」とは法
隆寺金堂釈迦三尊像光背銘にあ
る、法興32年（622）2月22日に登
遐した「上宮法皇」で、如来像は
その姿を写したものである。

「通説」：「日出る処の天子」は「聖徳太子で厩戸皇子で釈迦三尊像に記す上宮法皇」だとする

＝＝

『隋書』では、多利思北孤は妻や後宮を持つ「男帝」と記すから「女帝」推古ではない。また『書紀』では、厩戸皇子
は「萬機悉く委ねられた」が「錄攝」とあるように「摂政」であり俀王（天子・天皇）ではない。また「阿毎」という姓や、多利
思北孤という字もなく、「雞彌」という妻や「利（利歌彌多弗利）という太子」もいない（嫡子は山背大兄王）。夜に政務
を執ったとか、弟の当麻皇子や久米皇子が「昼間政務を執った」記事も無い。『隋書』 『俀王は天を以て兄とし、日
を以て弟とす。天未だ明けざる時、出でて政を聴き跏趺（かふ）して坐し、日出ずれば便ち理務を停め、云う、我が弟に委ねん』

しかし、『隋書』の「日出る処の天子」 は『書紀』の「厩戸皇子」と一致しない
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俀（たゐ）王＝大委王（「法華義疏」に「大委上宮王」）



『書紀』で厩戸（豊聡耳皇子命）は推古29年（621）2月癸巳（5日）に亡くなったと記されている。

⑶『釈迦三尊像光背銘』の上宮法王も「厩戸皇子」と一致しない

法隆寺金堂の『釈迦三尊像光背』の裏面には「上宮法皇」 の登遐に関する銘文があり、通説で
は「上宮法皇」 とは「厩戸＝聖徳太子」のこととされる。しかしその銘文は厩戸と全く合わない。

◆『書紀』推古29年（621）2月癸巳（5日）に、半夜に厩戸豊聡耳皇子命、斑鳩宮に薨（かむさ）りましぬ。是の
時に諸王・諸臣及び天下の百姓、悉に長老は愛児を失へるが如くして、塩酢の味、口に在れども嘗（あじわ）へず。

『釈迦三尊像光背銘』の上宮法皇登遐は「癸未年（622）2月22日」

⑴辛巳＝推古29年（621）⑵明年＝推古
30年（622）⑶癸酉＝推古31年（623）

『光背銘』では癸未年（622）2月21日癸酉王后即世翌日法皇登遐とある。

『釈迦三尊像光背銘』の上宮法皇の母は「鬼前太后」、后は「干食王后」

①「太后・王后」は天皇の母と妻の称号。厩戸皇子は天皇ではない。
➁『書紀』では厩戸の“母”は「穴穂部間人皇女」、“妻”は「菟道貝蛸皇女」
（『書紀』以外では「菩岐々美郎女、刀自古郎女、位奈部橘王」、皇子は「山背大兄」とされる）

厩戸皇子は「法皇」になどなっておらず「法興」という年号も用いていない

上宮法皇の『法皇』は、仏教の僧籍に入った天子の意味だが厩戸が即位し僧
籍に入った形跡は無い。また『書紀』などの近畿天皇家の史書に「法興（ほうこ

う）」という年号は無い。＊「法興」は元年（591・おそらく法皇即位年）～32年（622・法皇の登遐年）

『隋書』の多利思北孤の国書「仏法を興す」を略せば「法興」で上宮法皇の年紀となる 7

厩戸皇子と年も日も異なる



⑷聖徳太子のモデルは九州の阿毎多利思北孤

①俀国には阿蘇山があり気候風土は大和に合わず九州の海や川に沿った地域に相応しい。
◆ 『隋書』氣候温暖にして、草木は冬も青し。土地は膏腴にして水多く陸少し（略）小き環を以
て鸕鷀（う）の項（うなじ）に挂け、水に入れて魚を捕らしむ。日に百餘頭を得る。阿蘇山有り。其の
石、故無くして火起り天に接する者、俗以て異と為し、因って禱祭を行う。
➁俀国は紀元57年に漢の光武帝から金印を授かった「委奴国（ゐどこく）」を承継する九州の国。
◆ 『隋書』「漢の光武の時、使を遣して入朝す。自ら大夫と稱す（略）魏（俾弥呼・壹與時代）より齊・
梁（倭の5王時代）に至り代々中国に相通ず」⇒歴代の中国王朝から倭国の代表者とされてきた。

俀（倭）国は阿蘇山が噴火し、冬暖かく、水多く陸少ない国で、漢代に金印を下賜された国 九州以外にない

しかも聖徳太子の生涯が「九州年号」で書かれていた

『聖徳太子伝記』○聖徳太子ノ御誕生之時代ヲ上古ニ相尋侍レバ年号ハ金
光三年壬辰（572）○太子十六歳御時、守屋御合戦事勝照三年（587）○
太子十七歳御時、勝照四年戊申（588）○太子廿二歳御時年号ハ端政五
年癸丑（593）等。『聖徳太子伝』万徳寺蔵○推古天皇十年太子卅一歳願
轉四年壬戌（602）（ほか『正法輪蔵』『聖徳太子絵伝』など）

聖徳太子のモデルも上宮法皇も、九州年号を用い阿蘇山のある九州の「日出る処の天子」阿毎多利思北孤だ

談山神社 絹本著色聖徳太子絵伝

「年号を建てられる」のはその国の代表者。太子の生涯が大和朝廷の史書にない「九州年号」で記されるから
には、「我が国を代表する九州の人物」となる。即ち、 「聖徳太子」のモデルはヤマトの厩戸でなく、金印を下
賜されて以来、我が国を代表してきた「阿蘇山」が噴火する九州の「日出る処の天子・阿毎多利思北孤」となる。

（四天王寺の『正法輪蔵』は太子の生涯を全て九州年号で記している）
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聖
徳
太
子
ノ
御
誕
生
之
時
代
ヲ
上
古
ニ
相
尋
侍
レ
バ
年
号
ハ
金

光
こ
ん
こ
う

三
年
壬
辰
（
五
七
二
）
也
。
金
光
三
年
至
于
今
文
保
元

年
、
過
方
已
七
二
八
年
也
。

＊
文
保
元
年
は
一
三
一
七
年
だ
か
ら
、
五
七
二
年
か
ら
七
四
五
年
後
と

な
る
。
七
二
八
年
前
は
五
八
九
年
で
太
子
の
即
位
年
（
端
政
元
年
）

太
子
十
六
歳
御
時

一
興
守
屋
御
合
戦
事

勝
照
三
年
（
五
八
七
）
丙
午
秋
七
月
上
旬
ニ
天
皇
既
ニ

有
崩
御

太
子
十
八
歳
御
時
（
＊
端
政
た
ん
じ
ょ
う

元
年
五
八
九
）

春
正
月
参
内
シ
テ

国
政
ヲ
執
行
シ
タ
マ
ヘ
リ

。
神
代
ヨ
リ

人
王
十
二
代
景

行
天
皇
ノ

御
宇
ニ

至
ル
マ
デ
ハ
国
未
ダ

分
レ
ズ

、
十
三
代
成
務
天
皇
ノ

御

時
ニ

始
メ
テ

三
十
三
ヶ
国
ニ

分
ラ
ル

。
太
子
又
奏
し

、
六
十
六
国
ニ

分
チ

玉
ヘ
リ

。

太
子
二
十
二
歳
御
時

年
号
ハ
端
政
五
年
癸
丑
（
五
九
三
）
春
ノ
比
、
太
子
ノ
御
母

『
聖
徳
太
子
伝
記
』

太
子
三
十
一
歳
御
時

異
説
ニ
云
ハ
ク
、
厳
島
ノ
縁
起
ニ
曰
、
推
古
天
皇
御
即
位
元
年
癸
丑
、

端
政
五
年
十
一
月
十
二
日
ニ
厳
島
大
明
神
始
テ
顕
玉
ヘ
リ

聖徳太子は九州の多利思北孤で、その証拠に太子の生涯は『書紀』に無い「九州年号」で記されていた

『
聖
徳
太
子
伝
』
（
万
徳
寺
蔵
）

推
古
天
皇
拾
年
（
太
子
卌
歳
）
願
轉
が
ん
て
ん

四
年
壬
戌
（
六
〇
二
）

*

願
轉
四
年
は
甲
子
（
六
〇
四
）
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⑸聖徳太子の生涯が「九州年号」で書かれていた
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